
重症心身障害者地域生活支援センター

事業開設日

平成16年4月1日

経営主体

社会福祉法人じねんじょ

法人本部：下関市生野町２丁目２８番２０号

連絡先 ：(代)０８３－２５２－２２２７

ホームページ：http://www.jinenjo.or.jp

メール：jinenjo@jinenjo.or.jp

 

◯本 館［住所：下関市生野町２丁目２8番20号］ 
  ・生活介護サービス事業所じねんじょ 
    連絡先：電話:083-250-8108  
 

◯新 館［住所:下関市生野町２丁目２９番３号］ 
  ・生活介護サービス事業所だいち 
    ・ヘルパーステーションふわり 
    連絡先：電話:(代)083-252-2227 
 

◯D＆Aビル［住所:下関市生野町２丁目２7番7号］ 
  ・むく（放課後等デイサービス） 1F 
  ・むくっこ（児童発達支援）   2F 
     連絡先：電話:083-250-7746 
 

  ・相談支援事業所じねんじょ   5F 
  (山口県西部医療的ケア児支援センター） 
     連絡先：電話:083-252-6041 

 
ひとりひとりの 
いのちの輝きを 

地域と共に生き、地域と共に在りたい 

 

重症心身障害児（者）と言われる方たちと

共に在って、その方たち一人一人の命の輝

きを守り・育み、大地に根を張って生きて

いただくため、また、その方たちやその家

族の「重い障害があっても住み慣れた地域

の中で暮らしたい」という願いを実現して

いくために、地域の中にあり医療との密接

な連携のある施設づくりを目指しました。 

重症心身障害児（者）は、歩くこともでき

ないし、話すこともできない、何もわから

ない人達のように思われていますが、この

人たちに出会うことにより豊かな感性がこ

の人たちの中心にあることに気づかされま

す。また、この人たちとの交流を通じて、

命の大切さや自分が生きていくことの意味

を発見できると思っています。 

 地域の方々との交流を

大切にし、メンバーの

方々と触れあっていただ

けるセンターに育ててい

きたいと願っています。 

みんな
つながって
いる

これは、じねん
じょのロゴマークで
す。障害のあるなし
にかかわらず、全て
の人がつながって一
緒に生きていること
を表しています。

本体施設 

 3・4階部分 

スヌーズレン・ルーム ☞ 

平成10年４月  デイケアハウスきのみ開設 

平成１２年４月 
「重症心身障害者を守る会 フロレスタ」設立 

  （親の会） 

平成１３年６月 
 重症心身障害者地域生活支援センター  

    設立準備委員会発足 

平成１５年６月１２日 
社会福祉法人じねんじょ 法人認可 

7月 重症心身障害者地域生活支援センター 起工式      

平成１６年４月１日 

 重症心身障害者地域生活支援センター 

  「じねんじょ」開設 

   ・知的障害者通所更生施設「じねんじょ」 

   ・重症心身障害児(者)通園事業A型「むく」 

   ・下関市心身障害児(者)デイケア事業 

         「デイケアハウスむかご」 

平成１７年９月１日 
「だいち」（知的障害者短期入所事業 

   ※日帰りショート）開設 

平成１８年９月３０日 「だいち」事業廃止 

平成１９年４月１日 

 「生活介護サービス事業所じねんじょ」事業開始 

 ※障害者自立支援法へ法改正にて、知的障害者通所 

  更生施設「じねんじょ」から事業移行 

平成２２年５月1日 
 「分場だいち」開設 

   （生活介護サービス事業所じねんじょ分場） 

平成２３年３月３１日 
下関市心身障害児(者)デイケア事業 

 「デイケアハウスむかご」閉所 

平成２４年４月１日 

「ヘルパーステーションふわり」開設 

「生活介護サービス事業所じねんじょ」 

  定員２０名を３０名に変更 

児童多機能型事業所「むく」事業開始 

 ・児童発達支援（むくっこ）  

・放課後等デイサービス（むく） 

※重症心身障害児(者)通園事業から事業移行 

平成２４年8月１日 
「むくっこ」単独事業所に事業変更  

「むく」（児童多機能型事業所「むく」から名称変更） 

平成28年5月３１日 相談支援事業所じねんじょ事業開始 

平成30年7月１日 
  むくっこ  

    (多機能型)［居宅訪問型児童発達支援事業］開始  

令和３年５月１日   「生活介護サービス事業所だいち」事業開始(新設) 

令和４年４月１日    山口県西部医療的ケア児支援センター（県委託事業） 

令和４年6月25日  「むく」移転 （D＆Aビル1F） 

令和４年7月15日  「むくっこ」移転 （D＆Aビル2F） 

法 人 沿 革 



「生活介護サービス事業所じねんじょ」  

「生活介護サービス事業所だいち」                     
             [生活介護事業] 
 障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事

業で１８歳以上の方を対象とした、日中活動を支援

する事業所です。 

 「じねんじょ」「だいち」ともに、定

員は20名です。 

 常時介護が必要な障害支援区

分３以上である方に、身体能力、

日常生活の維持・向上を目的とし

て、食事・排泄等の介護、日常生

活上の支援や創作的活動の機

会を提供いたします。 

☝ボッチャ大会 

「むく」    
                        [放課後等デイサービス事業] 
 学校就学中(６歳から１８歳の年度末まで）の重症

心身障害児を対象とし、定員は５名です。 

 放課後や長期休暇中(夏休みや春休みなど）にお

いて、余暇時間の過ごし方

や生活する力を養うために

必要な支援を行います。ま

た地域へ出かけて社会と

の交流ができるように支援

します。 

「相談支援事業所じねんじょ」 
            [相談支援事業等] 
・計画相談支援：障害福祉サービス等利用計画案を
作成し、支給決定後に、サービス事業者等との連携
調整等を行うとともに、サービス等利用計画の作成
を行います。また、継続ｻｰﾋﾞｽ利用支援を行います。 
・障害児支援利用援助：障害児通所支援の申請に
係る支給決定前に、障害児支援利用計画案を作成
し、支給決定後に、サービス事業者等との連絡調整
等を行うとともに、障害児支援利用計画の作成を行
います。また、継続ｻｰﾋﾞｽ利用支援を行います。 
・山口県西部医療的ケア児支援センター：山口県委
託事業 

「むくっこ」      
                                   [児童発達支援事業] 
 就学前のお子さん（重症心身障害児、医療的ケア

児、６歳の就学前まで）を対象とし、定員は５名で

す。また、外出することが著しく困難な障害児を対象

に、併設多機能として、居宅訪問型児童発達支援を

行っています。 

 生活のリズムづくり、感覚等に働きかける活動を通

して、身体と心の成長を支援します。併せて保護者

等に家庭における療育のし

かたや地域の行政、医療、

福祉､教育などと連携して

ネットワークづくりをします。 

「ヘルパーステーションふわり」 
            [居宅介護事業等] 
 日常生活を営むのに支障がある障害者等に指定
居宅介護の提供にあたる従業者（ホームヘルパー）

を派遣し、居宅において入浴、排泄又は食事の介護

その他厚生労働省令で定める内容を適切に提供

し、本人がその居宅等において、その有する能力に

応じて可能な限り自立した日常生活を営むことがで

きるようにお手伝いします。 

☜馬関まつり 

「重症心身障害」

－重度の肢体不自由と重度の知的障害が重複しているもの－
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障害児・者の大島分類

 Ⅰ-1 狭義の重症心身障害群

（表の１～４（赤い部分））

 Ⅰ 広義の重症心身障害群

ただし次のいずれかに該当し

なければならない

①常に医学的管理が必要

②障害が進行的

③合併症がある

（表の１～９（赤と桃色の部分）
 Ⅱ 中重度知的障害群
 Ⅲ 中重度肢体不自由群

 Ⅳ 軽度障害群

☝ボッチャ大会 

☜じねんじょ 

フェスティバルにて ☝ 新館 令和3年4月開所 

 


